
ワークキャンプ報告会

アジア学院
足尾銅山跡地
田中正造史跡
西那須野教会



小樽

から

新潟へ

新潟から車で栃木へ

大洗から苫小牧へ



　学生 　 事前学習のテーマ

 尾形　亜紀 （酪農学科4年） 「有機農業」

 高野　華瑠菜 （酪農学科1年） 「足尾銅山」

 中村　善希 （地域環境学科4年） 「土」

 服部　宏輔 （農業経済学科研究生） 「田中正造の思想」

 花輪　徹 （地域環境学科3年） 「食料と貨幣経済」

 麻生　雄司 （地域環境学科4年） 「国際協力」

 加藤　良明 （食品科学科2年） 「アジア学院」



　 プログラム 活動内容

9月3日 小樽港からフェリーで新潟へ 船内での勉強会

9月4日 新潟港から栃木県のアジア学院へ
アジア学院のキャンパスツアー
ボランティアや研修生との交流会

9月5日 アジア学院での研修
朝の集会・農作業
立教大学主催のバーベキュー
高見先生との会談

9月6日 足尾銅山跡・田中正造史跡を訪ねる
銅山跡や史跡を巡り、
坂原さん、板橋さんに話を聞く

9月7日 西那須野教会の礼拝に参加
大洗港からフェリーで苫小牧へ

西那須野教会で礼拝、昼食会
酪農学園の先輩方との交流

9月8日 苫小牧港に到着
解散

船内での評価会



船内での学習会



学習テーマを発表し、報告に耳を傾ける



アジア学院（ARI）とは

・Asian Rural Institute

・農村指導者を育成

・キリスト教の精神に基づき創設



アジア学院に到着

アジア学院の校舎→

食堂や交流施設（コイノニアハウス）↓野外礼拝堂↓



「健康で尊厳ある人生を送るための人的・物的
資源は、すべての人およびコミュニティーに内在
している」

「人のいのちと、それを支える食べものを大切に
する世界をつくろう。共に生きるために」

アジア学院の理念



「弟子の足を洗うキリスト」

「先に立つものほど、

仕えなければならない」







　案内をしていただいた

中村みつるさん→

←立教大YMCAの皆さん

参加者は30人くらい

酪農大よりも大所帯

雨の中の
キャンパスツアー



天井につるされた
玉葱



自給自足の畑

畑は、小規模、他品種
、他品目で栽培され
山林の中や斜面に点
在している



←草を積んだ堆肥

キャンパス内の
各地に見られた

大豆と小豆→

作物当てクイズで
「小豆」や「ゴボウ」は
即答できなかった



豚の飼料

アルコール発酵中

飼料になるご飯は

近隣の小学校の残飯
を利用



豚舎（アル中？）



牛舎

現在、牛は２頭だけ

一頭はジャージー

一頭は雑種



鶏舎と発酵鶏糞

↑　　　

左は生鶏糞

右の方は完熟発酵

オス、メス混合飼育↓



自転車発電機↓

↑バイオガス抽出装置

水撃ポンプのパネル↓



エネルギーの
自給自足

食べ物の
自給自足

地域・自然との共生

地域資源の活用 適切な土地利用



キャンパスツアー終了

笑顔で見守る
朴先生



↑スタッフ、ボランティア、研修生
の皆さん

それぞれ、独自の信念や哲学を
語ってくれた

交流会





ＡＭ６：３０
ラジオ体操は

１日の始まり・・・
。



FoodLifeWork
フードライフワーク　



Ｗｈａｔ　ｉｓ　FoodLifeWork？

• FoodLife(フードライフ）：
　　　アジア学院の創設者高見先生が発案。　　　　　　

Food（食べ物）と
Life（命）は切り離せない関係

• LifeWork（ライフワーク）：
　　　生涯の仕事・生活のための働きetc…



鶏、牛・豚、野菜



魚・アイガモ



　

養豚 養鶏

buchering（と殺）:
 　　　　　　

　　私たちが食べているものは、ほとんどが生き物（命あるもの）
。



FoodLifeWork

【食べること】【生きること】【働くこと】
つながっている！！



朝の集会

酪農学園の紹介↓

賛美歌の歌詞→

報告↓



コイノニアハウスでの食事



食材はほとんど敷地内で育てたもの



準備や片付けはみんなで分担↑

ピアノを弾く朴先生↑



FoodLifeWork
フードライフワーク　



Ｗｈａｔ　ｉｓ　FoodLifeWork？

• FoodLife(フードライフ）：
　　　アジア学院の創設者高見先生が発案。　　　　　　

Food（食べ物）と
Life（命）は切り離せない関係

• LifeWork（ライフワーク）：
　　　生涯の仕事・生活のための働き



FoodLifeWork

【食べること】【生きること】【働くこと】
つながっている！！



　畜産
Ｍｏｎｔｈｌｙ

Ｃｏｗｓｈｅｄ

（巨大な牛舎）

野菜



フードライフ
ワーク





農業体験



決死の小麦リレー



小麦の乾燥



脱穀後の小麦回収



ギシギシ抜き



立教大学主催

バーベキュー





高見先生との会談





渡良瀬渓谷鉄道
　
足尾駅

案内をしていただいた
坂原　辰男さん



渡良瀬川



古河鉄工精練所跡



とにかくでかい、広い



足尾ダム



足尾ダムの全体図



←大量に堆積して

いる不純物(カラミ)

カラミは非常⇒
に細かい粒　　



当時のままある墓　　松木村跡



煙害により岩がむき出しになった山　↑

植林をした山→



龍蔵寺にある水没した地域の無縁塔



↑朝鮮人強制労働者慰霊塔

中国人強制労働者慰霊塔→



栃木県から群馬県へ



鉱毒根絶運動をされている

板橋明治さんと根絶碑、銅像



お話を伺っております



堆積場の下には人が住んでいる



決壊した場合汚水による被害
が問題になっている



渡良瀬遊水地



この方向に谷中村があった！



谷中村の合同慰霊碑



見事な湿原・・・

しかし



底にはまだ鉱毒があるらしい・・・



田中霊嗣



黒澤酉蔵が関わっている。



ミャンマー出身のサン・へ



ミャンマー軍事政権が
政権を握っている

言論の自由が
許されていない

礼拝参拝者の中に
スパイがいて

教会では常に監視されている

女性牧師が警察官に拘束された



軍隊がサン・ヘの口の中に
銃を入れて脅した

日本大使館が発行するビザよりも
ミャンマー政府からパスポートを
発行してもらう方が難しい

空港の係官の言う通りにしないと
飛行機に乗れない



世界各国から約30名の
研修生が来ている 研修生一人ひとりが背負っている

現実を知ることができた



とてもお世話になった
福本光夫さん

泊まる場所をお借りしました！！





卒業生との出会い

持ち寄りによるランチと
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